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１　学習の展開

次の表Ａ～表Ｅを書いたものを用意し、次のように問いかけます。

（１）０から３１までの整数の中から、１つだけ数字を心の中に思いとどめて下さい。

	【解答例】

（１）１３という数字を考えたとします。

（２）表Ａの中にはありません。（０）

（３）表Ｂの中にはあります。　（１）


（４）表Ｃの中にもあります。　（１）


（５）表Ｄの中にはありません。（０）


（６）表Ｅの中にはあります。　（１）


（７）問題を示した人は、

    表Ａ　　　表Ｂ　　表Ｃ

　　０×１６＋１×８＋１×４

　　　　　　　表Ｄ　　表Ｅ

＋０×２＋１×１　＝１３

と計算し、１３という数字を言い当

てます。

何かの計算に似ていますね！？


（２）その数字は次の表Ａの中にありますか。

	２４
	２０
	２３
	１９

	３１
	１６
	２７
	２６

	２１
	３０
	２２
	１７

	２９
	２５
	１８
	２８


・表Ａ　　　あり（　　　）
　　　　　　　　　　　　　　なし（　　　）
（３）その数字は次の表Ｂの中にありますか。

	１２
	２８
	２４
	１１

	３１
	８
	２５
	１４

	１５
	２９
	９
	２７

	２６
	１３
	３０
	１０


・表Ｂ　あり（　　　）
　　　　　なし（　　　）

（４）その数字は次の表Ｃの中にありますか。

	２９
	２２
	１３
	２８

	４
	１２
	３１
	１４

	２３
	１５
	２１
	５

	７
	２０
	６
	３０


・表Ｃ　　　あり（　　　）
　　　　　なし（　　　）　　　　　　　　　　　　　　

（５）その数字は次の表Ｄの中にありますか。

	１１
	２
	２２
	３

	１０
	３０
	６
	２３

	３１
	７
	１４
	２６

	１９
	１５
	２７
	１８


・表Ｄ　　あり（　　　）

　　　なし（　　　）
　　　　　　　　　　　　　　

（６）その数字は次の表Ｅの中にありますか。

	２３
	３１
	７
	９

	１１
	１９
	３
	２１

	１７
	５
	２５
	２９

	２７
	１
	１３
	１５


・表Ｅ　　　あり（　　　）
　　なし（　　　）　　　　　　　　　　　　　　

（７）以上の回答から、思いとどめていると思われる数字を言い当てる。

　　　表Ａ～Ｅに書かれた数字群の共通点とたねあかしを考えさせる。
２　数字の当て方

（１）表Ａ～表Ｅに、心に思いとどめた数字があれば［１］、なければ［０］と各表ごとに示します。

（２）各表に次のように重みをつけます。

　　　　表Ａ：１６、　表Ｂ：８、　表Ｃ：４、　表Ｄ：２、　表Ｅ：１

（３）該当する数字が含まれている（［１］のついた）表だけの重みを加算します。

（４）加算した答えが、相手が心に思いとどめている数字と一致するはずです。


	　１０進数
	２進数

	
	表Ａ
	表Ｂ
	表Ｃ
	表Ｄ
	表Ｅ

	０
	０
	０
	０
	０
	０

	１
	０
	０
	０
	０
	１

	２
	０
	０
	０
	１
	０

	３
	０
	０
	０
	１
	１

	４
	０
	０
	１
	０
	０

	５
	０
	０
	１
	０
	１

	６
	０
	０
	１
	１
	０

	７
	０
	０
	１
	１
	１

	８
	０
	１
	０
	０
	０

	９
	０
	１
	０
	０
	１

	１０
	０
	１
	０
	１
	０

	１１
	０
	１
	０
	１
	１

	１２
	０
	１
	１
	０
	０

	１３
	０
	１
	１
	０
	１

	１４
	０
	１
	１
	１
	０

	１５
	０
	１
	１
	１
	１

	１６
	１
	０
	０
	０
	０

	１７
	１
	０
	０
	０
	１

	１８
	１
	０
	０
	１
	０

	１９
	１
	０
	０
	１
	１

	２０
	１
	０
	１
	０
	０

	２１
	１
	０
	１
	０
	１

	２２
	１
	０
	１
	１
	０

	２３
	１
	０
	１
	１
	１

	２４
	１
	１
	０
	０
	０

	２５
	１
	１
	０
	０
	１

	２６
	１
	１
	０
	１
	０

	２７
	１
	１
	０
	１
	１

	２８
	１
	１
	１
	０
	０

	２９
	１
	１
	１
	０
	１

	３０
	１
	１
	１
	１
	０

	３１
	１
	１
	１
	１
	１


（１）右の表は０から３１までの１０進数を、２進数で

　　示したものです。

（２）問題の表Ａに書かれている数字は、２進数の５桁

目が［１］である数字の集まりです。

５桁目には、２４＝１６の重みがあります。

（３）問題の表Ｂに書かれている数字は、２進数の４桁

目が［１］である数字の集まりです。

４桁目には、２３＝８の重みがあります。

（４）問題の表Ｃに書かれている数字は、２進数の３桁

目が［１］である数字の集まりです。

３桁目には、２２＝４の重みがあります。

（５）問題の表Ｄに書かれている数字は、２進数の２桁

目が［１］である数字の集まりです。

２桁目には、２１＝２の重みがあります。

（６）問題の表Ｅに書かれている数字は、２進数の１桁

目が［１］である数字の集まりです。

１桁目には、２０＝１の重みがあります。

（７）そのため、表Ａ～表Ｅまでに該当する数字がある

か、ないかと問いかけることにより、２進数の各桁

が［１］であるか、［０］であるかを知ることができ

ます。

　その５桁の２進数を１０進数に変換すれば、数字

を言い当てることができます。





























































 ３　解　　説
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